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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、非常に稀で予測困難だが甚大な影響をもたらす社会的状況にも対応
し、頑強で信頼性の高い社会制度や経営戦略を設計するための工学的手法を開発し、実際の社会現象に適用する
ことである。そのために、実データを基に稀な社会事象の内部メカニズムを探るための社会シミュレーション技
術である「可能世界ブラウザ」を開発した。実務現場との共同研究により、金融市場での制度設計やマーケティ
ング戦略の決定を題材に、提案手法の実証評価を行った。実問題の分析結果を反映させ、想定外のリスクとチャ
ンスを分析対象にした可能世界ブラウザの実問題応用への適用を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop an engineering method for 
designing a robust and reliable social system and business strategy, responding to social situations
 that are extremely rare and difficult to predict, but having enormous impact. For that purpose, we 
have developed "Would-be World Browser", a social simulation technology for exploring the internal 
mechanisms of rare social events based on real data. We conducted an empirical evaluation of the 
proposed method on the basis of institutional design and marketing strategy decisions in financial 
markets through joint research with companies. Reflecting the analysis results of the real problem, 
we applied the would-be world browser to the real problem considering unexpected risks and 
opportunities.

研究分野： 知能情報
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の社会シミュレーションの多くは、既存の社会経済学の理論に基づいており、現実の人間が持つ状況への適
応性または個人間の行動パターンの違いなどを、モデル構築に十分に反映することは少なかった。これに対して
本研究は、社会的意図などの行動者の内部状態を考慮した動的モデルの構築を目指し、実データと社会シミュレ
ーションの統合に関する基盤技術を開発した。本研究の成果により、ビッグデータを実際の社会経済システムの
安全性や信頼性の向上に活用する新たな方法論となることが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

Twitter や SNS 等のビッグデータの統計解析だけでは、社会現象の急激な変化に対応するこ
とは難しい。なぜなら、そういった構造的変化は、ミクロな個人行動とマクロな社会現象との
相互依存的なダイナミクスから生じるからだ。ミクロ・マクロ問題の解決の一つであるエージ
ェントベースの社会シミュレーション研究は 1990 年代から、計算組織論や人工市場、移動・
交通など様々な社会経済現象について多くの成果をあげてきた。これまでに応募者も金融市場
やマーケティング分野において、現場の実務者との共同研究で社会シミュレーションを社会的
な意思決定に適用する研究を行ってきた。しかし、残念ながら多くの社会シミュレーション研
究は、現実の状況を十分に反映して現実の社会的意思決定に活用できることは少なかった。 

2000 年代後半から地球科学や環境科学の分野では、観測技術の進歩を背景に、数値シミュレ
ーションに実測データの解析結果を融合させモデルの再現性や精度を高めるデータ同化の手法
が急速に発展した。社会現象についても同様に、情報通信技術の進歩が、実際の社会経済的な
場面での大規模な行動データを利用することを可能にした。これらの背景を基に、実データに
基づく社会シミュレーションを上手に活用するための情報基盤技術が開発されれば、実際の社
会的意思決定を支援する新たな工学的手法が提案されると考えた。特に金融市場のクラッシュ
や商品の大ヒットなど、非常に稀で予測困難だがシステム全体に甚大な影響をもたらす社会的
状況を計算機上に再現し解析できれば、実際の社会システムの頑強性・安定性の向上に貢献で
きるはずだと考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、非常に稀で予測困難だが甚大な影響をもたらす社会的状況にも対応し、頑

強で信頼性の高い社会制度や経営戦略を設計するための工学的手法を開発し、実際の社会現象
に適用することである。そのために、実データを基に稀な社会事象の内部メカニズムを探るた
めの社会シミュレーション技術である「可能世界ブラウザ」を開発する。(1)実データに基づく
社会行動ルールの推定と(2)稀な社会状況の対話型シナリオ構成、(3)社会状況の発生メカニズ
ム・操作戦略の推定といった基盤技術を開発する。実務現場との共同研究により、金融市場で
の制度設計やマーケティング戦略の決定を題材に、提案手法の実証評価を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究ではデータ指向型の社会シミュレーションの新たな方法論として「可能世界ブラウザ」
を提案し、実際の社会現象に対応した基盤技術を開発する。 
a.実データに基づく社会行動ルールの推定: 実データを基に社会シミュレーションのエージェ
ントの行動ルールを決定する方法論を構築する。 
b.稀な社会状況の対話型シナリオ構成: 対話型シミュレーション実行により、たとえ発生確率
が低くてもユーザの意思決定にとって重要なあり得るシナリオ(可能世界)を構成する技術を開
発する。 
c.社会状況の発生メカニズム・操作戦略の推定：構成したシナリオの内部状態から、どのよう
なプロセスでこの現象が起こりうるのかを解析する技術を開発する。 
本研究では、実務現場との共同研究により、新たな開発した提案手法を具体的な社会事象にし

て適用する。金融市場制度設計やマーケティング戦略決定を題材に、基盤技術の適用手法につ
いて実証分析を行う。 
 
４．研究成果 
実務現場との共同研究により、金融市場での制度設計やマーケティング戦略の決定を題材に、

提案手法の実証評価を行った。下記の実問題の分析結果を反映させ、想定外のリスクとチャン
スを分析対象にした可能世界ブラウザの実問題応用への適用を行った。 
A) 金融市場制度設計: 数時間から数日間までの比較的短期間の市場の不安定性という、まれ

に起こるリスクを予防するための市場制度設計への応用手法を開発した。高頻度市場デー
タを分析して、ユーザに制度や取引戦略と市場安定性の関係を提示し、制度設計で設定す
べき要素を示唆するための応用を行う。ユーザが要素を考慮しながら、新たな市場制度や
取引戦略を提案し、人工市場シミュレーションにより制度が市場安定性に与える影響を評
価する手法の実応用性を検証した。 

B) マーケティング応用: 数週間から数カ月間の特定商品ブランドのマーケットシェア急増と
いう、まれにチャンスを引き起こすためのマーケティング戦略を探るために可能世界ブラ
ウザを応用する実証研究を行った。研究協力者の有する POS データの分析をもとにしたエ
ージェントベースのマーケティングシミュレーションを適用した。そして、ある商品分野
を対象として、あるブランドの売上が増加するというシナリオをシミュレーションで作り
出し、どのようなエージェントのタイプが態度変容すれば、そのようなシナリオが起こり
うるかを分析する手法の実用性を検証した。 
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